
平成 25 年度 宮島学センター企画展示報告 

 

 

■ 期 間：平成 25 年 7 月 1 日～7月 16 日 

■ 会 場：県立広島大学広島キャンパス図書館 

■ テーマ：「旅人が見た厳島―忘れられた風景―」 

 

平成 25 年度の図書館企画展示は、学芸員養成課程の授業科目

の受講生を中心に、5 名の学生が企画・運営をおこないまし

た。 

 

この展示では、近世・近代に厳島を訪れた人々の日記や紀行

文を読み解き、旅人が楽しんだ風景や土産物などについて、

関係する資料を展示しました。現在では忘れられつつある厳

島の史跡・名所のかつての姿をよみがえらせました。また、

近年、新たに収集した幕末の厳島に関する史料「於宮島留応

接書写」も公開しました。この史料は、勝海舟と長州藩士が

宮島の大願寺でおこなった長州戦争の停戦交渉の記録です。 

 

展示ケースの内容は次のとおりです。 

① 紀行文・日記一覧 ⑨ 感動を記録する 

② 幕末の厳島周辺 ―旅日記『出向ふ雲の花の旅』より 

③ 厳島八景の美 ⑩⑪ 宮島歌舞伎 

④ 西国の名所 錦帯橋・厳島・金毘羅 ⑫ 旅の買物日記 

⑤⑥ 弥山の宮めぐり・三鬼堂 ⑬ 江戸のスイーツ 

⑦⑧ 江戸の女子旅 ⑭⑮ 旅人のお土産―もみじ饅頭― 

⑧ 米国紀行作家シドモアの見た厳島 ⑮ もみじ饅頭年表 

 

期間中に学生による展示説明会も 5回おこない、延べ 483 名の方が来場されました。 

展示を担当した学生からは、「近世・近代の紀行文や日記、そこに詠じられた詩歌などに触

れ、厳島の新しい側面を知ることがで

きた。近世・近代の旅路から、今との

違いや懐かしい思い出などを感じてほ

しい」という声も聞かれました。 
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